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※右の二次元コードからもお申込みいただけます。
お申込み

https://www.obc.co.jp/260225sc

https://www.obc.co.jp/260225sc

★広瀬様
広瀬様著書を特典として5冊提供予定です。
当日で結構ですので、弊社までお持ちくださ
いませ。OBCより当選者の方に郵送します。

• 講演資料

• 講師 Scale Cloud広瀬氏著書

• 「KPI式PDCA：数値化で事業成長する仕組み」
当日ご参加の方から抽選で、5名様にプレゼント（後日郵送）
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特典

名様に5
抽選で

WEBセミナー

2.25WED.
10:30-11:45

予算の

達成度と再現性
を高める仕組みづくり

プレゼント

★広瀬様

特典ですが、ScaleCloudの無料トライアルもあると近しい過去のセ
ミナー動画で聞きました。今回も人数限定でつけていただくのは
いかがでしょうか？
この特典については、またメールでも確認いたします。開催1週間
前までに回答いただければ大丈夫です。

https://www.obc.co.jp/260225sc


広瀬好伸氏
株式会社Scale Cloud 代表取締役 公認会計士

京都大学卒業後、あずさ監査法人に入社し、公認会計士として従事。2007年に起業し、
CFO/IPO/会計/税務/M＆A/企業再生などのコンサルタントとして800社以上の経営を支援。
その間、4社のIPOに携わり、うち2社の社外役員を務める。予算管理とKPI管理を一元化す
ることで、予算達成プロセスを変革し、予算の達成度とその再現性を高める経営管理シス
テム「Scale Cloud」を開発・提供。

上場企業・IPO準備企業のための
予算の達成度と再現性を高める仕組みづくり

上場企業では「予実管理の精度」が求められます。IPO準備企業も同様に厳格に予実管理の精度を求められ、
IPO審査の最大の難所の一つが「予実管理」と言っても過言ではありません。
しかし実際には、管理部は PL、事業部は KPI とデータが分断され、予実管理が属人化している企業は少なくあ
りません。本セミナーでは PL と KPI を統合し、経営・事業・管理の三者が One Team となって PDCA を回す仕組
みづくりを体系的に学ぶとともに、IPO審査を乗り越えるレベルの予実管理を実現し、さらに再現性を高める
方法を伝授。予算管理の精度向上にお悩みの上場企業・IPO 準備企業、必見の内容です。

（１）上場企業・IPO準備企業に求められる予実管理
・予算管理の重要性
・IPOで求められる水準と審査で問われる論点

（２）管理会計の限界
・「結果」を多角的に分析
・「結果」だけでなく「プロセス」も

（３）PLとKPIの統合する“構造化”のポイント
・事業全体を構造化とサイロ化の脱却
・構造化のポイントと事例

（４）組織的なPDCAを回す“運用”のポイント
・部門横断的な一貫性のある予算づくり
・ロジックツリーによるストーリー性のある分析
・重要な指標（KPI）の把握
・KPIによるフォーキャスト

（５）予算達成のカルチャーづくり
・中央集権から地方分権へ
・プラットフォームづくりと運用のポイント

Q&A 皆さんの質問にお答えします。
※ご質問はお申し込み時またはZoomのQ&Aボタンよりご入力ください。

日時 2026年2月25日（水） 10:30～11:45（開演15分前からアクセス可）
※Zoomで配信いたします。

対象 上場企業およびIPO準備企業のCFO、経営企画部門および経理部門の責任者 等

定員 500名

共催 株式会社Scale Cloud／株式会社東京海上日動パートナーズTOKIO／宝印刷株式会社／
株式会社オービックビジネスコンサルタント

お問い合わせ 株式会社オービックビジネスコンサルタント 企業成長支援室 坂本・山口
mail：obc-as@obc.co.jp

※ 講師・共催企業と同業の方、個人の方はお申込みをお断りする場合がございます。
※ 講師・講演内容は予告なく変更になる可能性がございます。

上場企業・IPO準備企業のための、予算の達成度と再現性を高める仕組みづくり
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お申込み ※右の二次元コードからもお申込みいただけます。

■構成
10:30～11:45
①冒頭と最後の司会（5分）
②本編（55分）
③QA（15分）

★広瀬様
本編は55分、LIVEのQAあり
（仕切りはOBC）でお願いい
たします

https://www.obc.co.jp/260225sc

https://www.obc.co.jp/260225sc

原案↓
予算の達成度とその再現性を高める仕組みづくり

上場企業では「予実管理の精度」が求められます。それゆえ、上場
を目指す企業にとっても上場審査における最大の難所の一つが「予
実管理の精度」です。
予実管理において、属人性を下げたり効率化するのは大切ですが、
それだけでは「精度」がなかなか上がらないので「高度化」や「プ
ロセスの変革」が重要です。予算の達成度とその再現性を高めるた
めに、管理部はPLデータ、事業部はKPIデータをバラバラで管理して
いてデータがサイロ化している状態を脱却し、経営陣・事業部・管
理部の3者が、全体最適に共通認識を持ち、One Team となって組織的
にPDCAをまわす仕組みづくりを学べるセミナーです。

（１）予実管理の重要性

（２）管理会計の限界
・「結果」を多角的に分析
・「結果」だけでなく「プロセス」も

（３）PLとKPIの統合
・事業全体を構造化とサイロ化の脱却
・構造化のポイントと事例

（４）組織的なPDCA
・部門横断的な一貫性のある予算づくり
・ロジックツリーによるストーリー性のある分析
・重要な指標（KPI）の把握
・KPIによるフォーキャスト

（５）予算達成のカルチャーづくり
・中央集権から地方分権へ
・プラットフォームづくりと運用のポイント

★広瀬様
以下、変更点です。ご確認お願いいたします。

（１）初回お打ち合わせの際にはIPO向けということでしたが、概
要文及び過去の近しいセミナー動画も拝見いたしましたところ、
IPOに限定しなくても良さそうと思いました。とはいえ、あまりに
も参加者のレベルがまちまちになると参加者の期待を外してしま
ケースもあるので、「上場企業・ＩＰＯ準備企業のための」と対
象を上場企業・ＩＰＯとさせていただきたいです。よろしいで
しょうか。

（２）原案タイトル「予算の達成度とその再現性を高める仕組み
づくり」の「その」を削除しております。「その」があることで、
「予算の」が「再現性」にかかっていることがわかりづらく感じ
てしまいました。

（３）概要文（文章箇所）を少し修正しています。ご確認くださ
い。

（４）概要文（箇条書き箇所）の1つ目を「上場企業・IPO準備企
業に求められる予実管理」と変更し、中身として「IPOで求められ
る水準と審査で問われる論点」を追加しています。IPO準備企業様
も対象となりますので、「予実管理の精度上げないといけないけ
ど、具体的にはどうしたら・・・？」というレベルの方に、そも
そもなぜ求められているのか、IPO審査ではどのレベルの予実管理
が求められるのか（上2割、下1割くらいのずれはOKと言われてい
る、ずれた場合に合理性を説明できるのかなど）、を前提として
お話いただきたいと思っています。IPO準備の方に、「そこまでや
らないといけないのか・・」と思ってもらえると、その後のお話
がすんなり入るのではないかと思います。

https://www.obc.co.jp/260225sc
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